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(57)【要約】
【課題】ノートを開いて立てた状態で保持するための構
造であって、重量や嵩が低く持ち運びに便利で、構造が
簡潔であるとともに、ノートの紙片を見やすい状態で維
持できる、支持構造物を提供すること。
【解決手段】表表紙、裏表紙及び背部からなるカバー本
体とノートを保持するための内側片とを有するノートブ
ックカバーであって、カバー本体に、表表紙、裏表紙及
び背部にわたって設けられた切り込みと折線とによって
形成される折り返し部を有し、当該折り返し部は、表表
紙、裏表紙及び背部にわたり、カバー本体の上下辺と平
行であって、折り返し部を外側に折ることができるよう
に付された折線である上端と、少なくとも背部にわたり
、カバー本体の上下辺と平行である切り込みである下端
と、表表紙、裏表紙の各々に設けられた、前記上端と下
端とをつなぐ切り込みからなることを特徴とする、ノー
トブックカバー。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
表表紙、裏表紙及び背部からなるカバー本体とノートを保持するための内側片とを有する
ノートブックカバーであって、
カバー本体に、表表紙、裏表紙及び背部にわたって設けられた切り込みと折線とによって
形成される折り返し部を有し、当該折り返し部は、
表表紙、裏表紙及び背部にわたり、カバー本体の上下辺と平行であって、折り返し部を外
側に折り曲げることができるように付された折線である上端と、
少なくとも背部にわたり、カバー本体の上下辺と平行である切り込みである下端と、
表表紙、裏表紙の各々に設けられた、前記上端と下端とをつなぐ切り込みで形成されるこ
とを特徴とする、ノートブックカバー。
【請求項２】
カバー本体が、樹脂製部材又は厚紙製部材を含むことを特徴とする、請求項１に記載のノ
ートブックカバー。
【請求項３】
前記内側片に、任意のページを開いた状態で保持するためのクリップを有することを特徴
とする、請求項１又は２に記載のノートブックカバー。
【請求項４】
ノート及びノートブックカバーを閉じた状態で保持するための係止部を有することを特徴
とする、請求項１～３のいずれかに記載のノートブックカバー。
【請求項５】
前記係止部がペンクリップを兼ねていることを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記
載のノートブックカバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノートやスケジュール帳に被せて用いるカバーであって、カバーが自立し、
ノートを開いて立てた状態で保持することができるものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばコンピュータのディスプレイ画面と手書きのノートを見比べながら入力作業をす
る際などに、ノートをどこに広げるかという問題がある。キーボードの手前にノートを置
くと、スペースが限られる上にノートと画面を見比べるために視線を大きく動かさねばな
らず、疲労度が大きい。なるべく視線の動きを少なくするには、ディスプレイのすぐ横に
並行してノートを開くことが好ましい。
【０００３】
　ノートや本を開いて立てた状態で保持するための道具としては書見台がある。書見台に
は、ディスプレイ画面の横に載置して用いることが可能なものもあるが、通常は持ち運ん
で使用することが想定されていないため嵩高く、荷物の点数が増えてしまう点でも常に持
ち運んで使用するには不適であった。
【０００４】
　一方、アルバムやスクラップブック等を立てて保持するための構造としては、例えば特
許文献１（特開２００３－３１２１７６）がある。特許文献１には、折り目線を介して折
曲可能な支持脚と裏表紙とを固着し、支持脚と裏表紙の間をリボンで連結して支持脚の開
脚角度を規制する構造のスタンドが開示されている。また一つの態様として、裏表紙の一
部を切欠き、当該切欠き部分を後方に折り曲げて支持脚とする構造が開示されている。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の構造はアルバムやスクラップブックの裏表紙にスタンド構
造を付加したものであり、アルバムやスクラップブックの表表紙を展示することはできる
が、ページを開いた状態で保持することはできなかった。
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【０００６】
　また特許文献２（実開平６－２７１７２）がある。特許文献２は、表表紙と裏表紙とが
開閉自在に備えられたバインダー等において、表表紙と裏表紙との上下方向の中間部に、
表紙の下部側が展開状態で背後側に所定角度だけ一体的に屈折するように屈折部が設けら
れ、表紙中間部（背部）に上部側から延びる支持脚が設けられている、バインダーの自立
型表紙を開示している。
【０００７】
　当該バインダーの表紙は、表表紙と裏表紙の下部全体が後方に折れ、一方、バインダー
の背部は折れずに支持脚となって自立する構造であり、後方に折れた表・裏表紙と背部（
支持脚）とが規制具で係止されて一定の角度に保たれる。このバインダー表紙は、持ち運
びが容易であると同時に広げる際には常に所定の角度に傾斜して立たせることができる。
しかしながら、開いて立てた状態では、バインダーに綴じられた紙片の下半分が実質的に
支持されておらず、紙片の端が自重によって曲がってしまい見辛くなる場合があった。ま
た、立てた状態を保持するためには支持脚と表及び裏表紙を係止する規制具が必須構造で
あり、構造の簡潔さの点でも十分とはいえなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－３１２１７６号公報
【特許文献２】実開平６－２７１７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって本発明は、ノートを開いて立てた状態で保持するための構造であって、重量
や嵩が低く持ち運びに便利で、構造が簡潔であるとともに、ノートの紙片を見やすい状態
で維持できる、支持構造物に関する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は上記課題について検討を進める中で、ノートに被せて用いるブックカバーに
スタンド機能を持たせることに着想した。さらに検討を進める中で、ブックカバーの一部
を切欠き、折り曲げて支持脚とすること、さらに切欠きを特定の形状とすれば、開いて立
てた状態でノートが閉じたり紙片が曲がったりすることがなく、常に見やすい状態で安定
にノートを保持できること、さらにデザイン性にも優れ、既製品のノートを挟み込むだけ
で簡単に使用できることを見出し、本発明に想到した。
【００１１】
　すなわち本発明は、表表紙、裏表紙及び背部からなるカバー本体とノートを保持するた
めの内側片とを有するノートブックカバーであって、カバー本体に、表表紙、裏表紙及び
背部にわたって設けられた切り込みと折線とによって形成される折り返し部を有し、当該
折り返し部は、表表紙、裏表紙及び背部にわたり、カバー本体の上下辺と平行であって、
折り返し部を外側に折ることができるように付された折線である上端と、少なくとも背部
にわたり、カバー本体の上下辺と平行な切り込みである下端と、表表紙、裏表紙の各々に
設けられた、前記上端と下端とをつなぐ切り込みで形成されることを特徴とする、ノート
ブックカバーに関する。
【００１２】
　本発明のノートブックカバーはカバー本体に折り返し部が形成されており、ノートを開
いた状態で折り返し部を外側に折り返すと、折り返し部が支持脚となってノートを立てた
状態で保持することができる。このため、持ち運び時にはノートブックカバーとして収容
されたノートを保護するとともに、必要時には書見台やスタンド等を用いることなく任意
の場所で、折り返し部を折り返すだけで簡単にノートを開いて支持することができる。ま
た、折り返し部の上端がカバー本体の上下辺と平行な折線であるため、折り返し部の上端
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とカバー上辺が常に平行する形態を保つことができる。すなわち、ノート及びノートブッ
クカバーを開いてカバー本体が略平面状となった状態で折り返し部を折り返して支持脚と
し、机上等に載置すると、ノートないしノートブックカバーの重量の一部が折線を含む支
持脚に作用するため、折り返し部上端は開いた状態（ほぼ直線の状態）で保持され、それ
に伴ってカバー本体もほぼ直線の状態で保持される。これによって、ノートが閉じようと
する力に逆らって、ノートが開いた状態を簡単に保持することができる。折り返し部の下
端をカバー本体の上下辺と平行の切り込みとすることで、ノートを立てた状態での支持脚
の安定性に優れる。また同様に、ノートを閉じた状態では折り返し部が開かないので、鞄
の中で折り返し部が開いて引っかかることや破損することがなく、取り扱い性に優れる。
【００１３】
　本発明のノートブックカバーは、カバー本体が樹脂製部材又は厚紙製部材を含むことが
好ましい。樹脂製部材や厚紙製部材を用いると、収容されたノートを確実に保護できるほ
か、ノートや折り返し部（支持脚）の開閉の繰り返しに対しても耐久性が高く、かつ支持
脚として十分な強度を有する。また製造工程においても折線の付与や切り込み等の加工が
容易であるためコストの点でも有利である。
【００１４】
　ノートブックカバーの内側片に、収容したノートの任意のページを開いて保持するため
のクリップを有していることも好ましい。ノートが開かれて立てられている時、各ページ
の紙片が空気流の影響等で捲れてしまうこともあるが、クリップを有していればこのよう
なことが起こらず、任意のページを開いておくことができる。また、このようなクリップ
は、ノートを閉じた状態で栞として任意のページの目印とすることもできる。
【００１５】
　また本発明のノートブックカバーは、ノート及びノートブックカバーを閉じた状態で保
持するための係止部を有していることも好ましい。係止部を有していれば、ノート等を閉
じ、鞄に入れて持ち運ぶ場合などにノートが開いてページが折れたり破損したりすること
がなく、コンパクトな状態でノートを持ち運ぶことができる。
【００１６】
　前記の係止部はペンクリップを兼ねていてもよい。ペンクリップを有することで、ノー
トとペンを一緒に持ち歩き、使用することができるためさらに利便性に優れる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、収容したノートを保護するとともに持ち運びに邪魔にならず、かつ、
ノートを開いてカバー本体の一部を折り返すだけでカバーの一部を支持脚として机上等に
立てることができるため、ノートを開いた状態で立てることができるノートブックカバー
が提供される。支持脚を特定の形状とすることによって、ノートが閉じようとする力に抗
して、カバーないしノートを開いた状態に保持し、確実にノートを見開いた状態で立てる
ことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施例であるノートブックカバーの概略図（斜め後ろから見た図）で
ある。
【図２】本発明の一実施例であるノートブックカバーの概略図（正面から見た図）である
。
【図３】本発明の一実施例であるノートブックカバーを閉じ、係止片を留めたところであ
る。
【図４】本発明の一実施例であるノートブックカバーの平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明のノートブックカバーは一体的に構成されたカバー本体と内側片とを有し、カバ
ー本体は表表紙、裏表紙及び背部を有する。ノートブックカバーの大きさは特に制限され
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ないが、例えば、表・裏表紙の大きさを５０～２００ｍｍ×１００～３００ｍｍ、背部の
幅は３～３０ｍｍとすることができる。具体的には、Ａ７～Ａ４サイズ、Ｂ７～Ｂ４サイ
ズのノートを収容可能な大きさとすることができる。収容されるノートは、表表紙と裏表
紙を有する小冊子状のものであれば特に制限されず、ノート、スケジュール帳、メモ帳の
ほか雑誌、書籍等も含まれる。
【００２０】
　ノートブックカバーの素材は、樹脂製部材又は厚紙製部材からなることが好ましく、少
なくとも芯材として樹脂性部材又は紙製部材を有することが好ましい。樹脂製部材として
は厚さ０．１～３ｍｍのポリプロピレン、ポリエチレン、ポリカーボネイト、ＡＢＳ、塩
化ビニルの樹脂シートを用いることができ、厚さ０．７ｍｍのポリプロピレンを用いると
、開閉のしやすさ、支持脚の強度、耐久性等の点で特に好ましい。厚紙部材としては、厚
さ０．１～３ｍｍの段ボール、硬質紙や繊維強化紙、等が挙げられる。樹脂や厚紙の他に
、皮革、金属等を用いることもできる。ノートブックカバーはこれらの部材のみからなっ
ていてもよいし、これらの部材を一部に用いて別の部材と複合させたものや、これらを芯
材として布や加飾フィルム、装飾紙等の別の素材で被覆したものでもよい。
【００２１】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態についてさらに詳しく説明するが、図示
された実施態様は本願発明の一例であって、本願発明はこれに制限されるものではない。
　図１は本発明の実施例であるノートブックカバー１を立てて、斜め後ろから見た概略図
である。ノートブックカバー１は、表表紙２、裏表紙３、表表紙２と裏表紙３との間に背
部４を有しており、これらがカバー本体を構成している。表表紙２と裏表紙３のそれぞれ
内側（ノートと接する側）に内側片５を有しており、カバー本体と内側片５との間にノー
ト６の表表紙及び裏表紙がそれぞれ差し込まれて、ノートが保持されている。カバー本体
には支持脚となっている折り返し部７が形成されている。折り返し部７の上端は、表表紙
２、背部４、裏表紙３にわたり、カバー本体の上辺と平行である折線８であり、折線８に
沿って折り返し部７が後方に折り返され、後方に突出した支持脚となっている。折り返し
部７の下端９は背部４と同一幅とされており、カバー本体の上下辺と平行である。
【００２２】
　図１の例ではカバー本体及び内側片５は厚さ０．７ｍｍのポリプロピレン製シートから
なっており、折線８に沿って折り返し部７を自在に折り返すことが可能である一方で、素
材自体の剛性によって、カバー本体と折り返し部７（支持脚）でノートを開いて立てた状
態で支持できる。またノートを見開いた状態では、表表紙２、背部４、裏表紙３にわたっ
て折線８はほぼ直線状となっており、さらに、ノートとカバーの重量の一部が折線部下方
にかかっているため、折線８は直線状で保持される。これに従って、カバー本体（特に上
辺）も直線状（すなわちノートが開いた状態）で保持されることとなり、下方が前方に傾
斜して支持されている表表紙２、裏表紙３及び背部４も直線状に（開いた状態で）保持さ
れる。
【００２３】
　カバー本体の上辺から折線８までの距離Ｌ１、カバー本体の下辺から下端９までの距離
Ｌ２は、立てた時のノートの傾きや素材の強度を考慮して適宜選択することができ、例え
ばＬ１をノートブックカバーの高さ（Ｈ）の５～３０％、好ましくは１０～２０％程度と
できる。図１の例ではＬ１は高さＨに対して約１５％である。Ｌ２も同様に適宜選択でき
るが、例えばＬ２をノートブックカバーの高さ（Ｈ）の３～３０％、好ましくは５～２０
％程度とできる。図１の例ではＬ２は高さＨに対して約１０％である。Ｌ２を０％、すな
わち、折り返し部７の左右（表表紙側、裏表紙側）の切り込みをカバー本体の下端まで達
するようにすると、立てた際の安定性が悪くなるとともに、カバーを閉じた時のブックカ
バーとしての保護機能も十分でなくなるため、好ましくない。
【００２４】
　図１の例ではカバー本体が一枚の樹脂シートから形成されているので、折り返し部７の
内側１０は開口となって収容されたノートの表紙が露出しているが、カバー本体の全体、
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又は折り返し部のみを２重のシートで構成し、外側シートに折り返し部を設けて、収容さ
れたノートが見えないようにすることもでき、特に制限はない。
【００２５】
　図２はノート６を収容したノートブックカバー１を前から見た概略図である。図１と同
じ構成は同じ符号を付し説明を省略する。ノートブックカバー１に収容されたノート６は
見開かれて保持されている。特に、クリップ１１によってページが押さえられており、風
などでページが捲れたりすることがない。図２の例では、クリップ１１は内側片５の一部
を切欠きとすることで形成された略三角形のクリップであるが、形状は特に制限されない
。またクリップは、別体として取り付けられていてもよく、例えば、カバー上辺から下辺
にわたる細ゴム紐又はリボン状の部材や、上方又は下方に取り付けられたゼムクリップ状
の部材とすることもできる。図２に示されるように本発明のノートブックカバーではノー
トの全体がカバーによって支持されるので、ノート紙片の端が曲がることなく常に見やす
い状態で保持される。
【００２６】
　また裏表紙３には係止部１２が延設されており、ノートを閉じたとき、係止部１２及び
表表紙２に付けられた一対のスナップボタン１３（表表紙のスナップボタンは不図示）に
よってノートが開かないように係止することができる。係止部１２のマチ上部にはＶ字型
の切り込みが形成されており、この切り込みにペンを引掛けてペンクリップ１４として使
用することができる。係止部１２の形状は特に制限されず、ノートを閉じた時に表表紙２
まで達する形状であればよく、例えば帯状部材とすることもできる。図２ではスナップボ
タン１３である係止材は、スナップボタン以外にも面ファスナーやフック等を用いること
ができ、特に制限されない。
【００２７】
　図３はノートブックカバー１を閉じ、表表紙側から見た概要図である。折り返し部７は
畳まれておりカバーの一部となっている。また係止部１２が表表紙２の外側に重ね合され
てスナップボタン１３で留められている。折り返し部７と表表紙２との間からは内部に収
容されたノート６の一部が見えている。
【００２８】
　図４はノートブックカバー１を内側から見た平面図である。内側片５は上辺よりも下辺
が広い略台形の形状であり表表紙２、裏表紙３の各々に３辺を溶着されて取り付けられて
いる。内側片はノートブックカバーに収容するノートを保持するための構成であり、具体
的な形状は特に制限されない。すなわち、図４ではノートの表表紙及び裏表紙を挿入する
ポケット状の構造であるが、ゴム部材やリボン、クリップ状の部材とすることもできる。
【００２９】
　図４の例では、各内側片５にはクリップ１１のほか、上下の切欠き１５が設けられてお
り、メモ挟み等に用いることができる。図４の例では斜行し、一定幅を有する切欠きであ
るが、形状や大きさは任意に変更できる。折り曲げ部７は、折線８以外の３辺は切欠きと
なっている。折線８の幅ｄはカバー本体の幅Ｗの約１／４であるが、この幅は１／５～１
／２程度で適宜選択することができる。
【００３０】
　上記の実施例の変形として例えば、折り返し部の下端を表表紙から裏表紙までわたる形
態として折り返し部を長方形としてもよく、折り返し部の上端よりも下端を長くして下端
の広い台形の折り返し部としてもよい。また例えば折り返し部の近傍に、折り返し部（支
持脚）が開きすぎることがないように何らかの規制具を設けてもよい。
【００３１】
　本発明のノートブックカバーは公知の方法によって製造できる。例えば、表表紙、背部
、裏表紙、係止部を一体として樹脂シートから切り出すとともに所定の位置に切欠きを設
け、折線を付与し、さらに所定の位置にスナップボタンを取り付ける。また左右それぞれ
の内側片を、樹脂シートの切り出しによって作成する。そしてこれらの部材を熱溶着する
ことによって、本発明のノートブックカバーを製造することができる。本発明のノートブ
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ックカバーは部品点数が極めて少なく、簡潔な工程で製造が可能であり、コストの面でも
有利である。
【００３２】
　本発明のノートブックカバーは、ノートやスケジュール帳を収容して常時持ち歩き、必
要時には開いた状態で立ててその内容を見ながら作業を行う際に極めて利便性が高い。ま
た、レシピや雑誌を収容しておき、カバーによって汚れを防止しつつ、必要時には開いて
立てて見ながら調理作業をする等、様々な用途に用いることができる。
【符号の説明】
【００３３】
１　ノートブックカバー
２　表表紙
３　裏表紙
４　背部
５　内側片
６　ノート
７　折り返し部
８　折線
９　下端
１０　開口
１１　クリップ
１２　係止部
１３　スナップボタン
１４　ペンクリップ
１５　切欠き

【図１】 【図２】
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